




 

ヒスチジン血症の新生児スクリーニングが実施されるようになり,発見される患者数の多

いこと(1/7,800),発端者の家族中で発見された未治療のヒスチジン血症の知能障害が殆ん

ど見られないことなどが確認された。そのため,発見されたヒスチジン血症患者の治療基準

は,最初の血中ヒスチジン値 6㎎/dl から,10 ㎎/dlを経て 1981年 15 ㎎/dl に改訂された。 


